






 

 産科における超音波診断装置の普及は著しく,特にドプラ装置は,検査法の簡

便さと診断の確実さのために,ほとんどすべての産科施設において使用されて

いる。又,パルス波を用いた超音波断層装置も,電子スキャン法の出現により,

いっそう有用性が高くなり,産科臨床に必要不可欠のものとなるであろうと考

えられている。しかし,その超音波診断装置から発する超音波エネルギーの胎児

に対する安全性という問題についての検討はまだ充分とは言えない。我々は,

すでに染色体および ICR 系妊娠マウスに対する連続波照射実験を行なっ

て,2MHz,1W/cm2 以下の連続波照射では特に障害は生じないことを確認してい

る。 

 今回は,更に疫学的な観点から,ドプラ装置(連続波)の安全性について検討し

た。 


